
＜
提
言
書
・ダ
イ
ジ
ェス
ト
版
＞

若
者
が
夢
を
持
って
活
躍
で
き
る
岡
山
へ
の
転
換

『大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
』活
性
化
に
よ
る

新
た
な
取
り組

み
の
推
進

20
25
年

2月
一
般
社
団
法
人
岡
山
経
済
同
友
会



2

どの
よ
うな
経
済
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
も
、そ
こに
問
題
が
あ
る
と認

識
し
、

そ
の
解
決
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と多

くの
人
が
理
解
し
な
い
限
り、

解
決
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
生
ま
れ
ず
、

そ
の
結
果
、課
題
は
い
つ
ま
で
も
放
置
さ
れ
、事
態
は
悪
化
す
る
。

危
機
感
や
高
い
問
題
意
識
の
共
有
の

な
い
とこ
ろ
に
強
い
連
携
は
生
ま
れ
て
こな
い
。

「大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
」 
産
学
官
連
携
を
通
じ
た
活
性
化
の
難
し
さ



3

これ
か
ら
の
地
域
を
考
え
る
に
あ
た
って

「少
子
高
齢
化
・人
口
減
少
・出
生
率
低
下
」等
人
口
問
題
こそ
産
学
官
共
通
、最

優
先
の
地
域
課
題

（
人
口
減
少
対
策
は

20
30
年
が
タイ
ム
リミ
ット
）

さ
ら
に
、人
口
減
少
に
よ
り、
定
住
人
口
・交
流
人
口
・関
係
人
口
を
含
め
、各

地
域
間
の
競
争
も
激
化

短
期
的
視
点
で
の
課
題
解
決
施
策
で
は
な
く、

長
期
的
視
点
で
の
本
質
的
な
課
題
解
決
施
策
展
開
が
必
要
不
可
欠
（
「強
靭
化
戦
略
」の
背
骨
は
人
へ
の
投
資
・教
育
）

若
者
の
地
域
定
着
に
向
け
た
「次
世
代
を
担
う大

学
生
を
中
心
とし
た
若
者
た
ち
が
住
み
続
け
た
い
と思

うま
ち
づ
くり
」

とい
う視

点
か
ら産

学
官
が
連
携
し
て
先
進
的
な
地
域
を
創
造
す
る
こと
が
重
要

（
1）

若
者
た
ち
が
描
く将
来
ビ
ジ
ョン

（
2）

社
会
課
題
の
抽
出
と既

成
概
念
に
とら
わ
れ
な
い
解
決
策
の
創
出

（
3）

フレ
キ
シ
ブ
ル
な
発
想
とデ
ジ
タ
ル
を
は
じ
め
とし
た
先
端
技
術
の
有
効
活
用

し
た
が
って
以
下
３
点
が
必
要＊
「強
靭
化
戦
略
」に
つ
い
て
は
『人
口
ビ
ジ
ョン

21
00
』参
照
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「大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
」活
性
化
に
よ
る
ポ
テ
ン
シ
ャル

（
1）

岡
山
県
内
の
高
等
教
育
機
関
の
連
携
と地

域
社
会
及
び
産
業
界
との
緊
密
な
連
携
に
よ
り「
時
代
に
合
った
魅
力
の
あ
る
高
等
教
育
の

創
造
」と
「活
力
あ
る
人
づ
くり
・ま
ち
づ
くり
へ
の
貢
献
」に
つ
な
げ
る

（
2）
大
学
の
主
役
は
学
生
。大

学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
は
、次

代
を
担
う若

者
と、
産
業
界
や
地
域
社
会
（
行
政
）
が
未
来
に
つ
い
て
自
由
に

対
話
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
団
体
（
ネ
ット
ワ
ー
ク）

(3
)産
学
官
金
言
民
とい
う思

想
も
発
想
も
異
な
る
も
の
が
一
緒
に
な
り「
地
域
の
課
題
」や
「時
代
に
合
った
高
等
教
育
の
あ
りか
た
」に
つ
い
て

考
え
て
い
くこ
との
で
き
る
場

（
4)
「大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
」に
は
岡
山
県
内
に
あ
る
す
べ
て
の
大
学
が
加
盟
し、
これ
ま
で
も
様
々
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
て
お
り、

将
来
的
に
「知
の
集
積
の
場
」と
して
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
大
き
な
可
能
性
が
あ
る

（
5）

岡
山
県
内
の
大
学
に
は
グ
ロー
バ
ル
な
ネ
ット
ワ
ー
クを
持
つ
様
々
な
分
野
の
研
究
者
と、
次
代
を
担
う学

生
が
在
籍

異
な
る
世
代
や
セ
ク
タ
ー
が
共
に
地
域
課
題
を
考
え
、そ
し
て
解
決
策
を
見
出
し
て
い
くこ
とが
求
め
ら
れ
て
い
る
。

世
代
や
セ
ク
タ
ー
が
違
うと
相
互
に
理
解
す
る
こと
は
難
し
い
が
、い
ま
世
界
で
起
き
て
い
る
紛
争
な
どを
み
て
も

お
互
い
の
違
い
を
乗
り越

え
る
「知
恵
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
と強

く感
じ
る
。
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提
言
フェ
ー
ズ

1：
これ
か
ら
の
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
土
台
作
り-

1

現
状
の
「大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
」の

予
算
・事
務
局
体
制
で
は

一
気
に
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
を
構
築
す
る
こと
は
困
難

産
学
官
が
一
体
とな
り大

学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
の
事
務
局
と全

体
運
営
及
び
予
算
体
制
を
修
正
・強
化

会
員
拡
大
と魅

力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
くり
と発

信
を

現
状
の
限
ら
れ
た
リソ
ー
ス
（
予
算
・人
員
）
で

同
時
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

「大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
」 
活
性
化
の
難
し
さ
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提
言
フェ
ー
ズ

1：
これ
か
ら
の
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
土
台
作
り-

2

既
存
の
運
営
体
制
再
構
築
に
向
け

産
学
官
の
ト
ップ
リー
ダ
ー
に
よ
る
強
い
リー
ダ
ー
シ
ップ
が
不
可
欠

（
1）

産
学
官
連
携
で
の
既
存
事
業
の
見
直
し
・統
廃
合
（
既
存
事
業
事
務
負
担
軽
減
）

（
2）

基
本
方
針
検
討
委
員
会
の
意
向
が
ス
ピ
ー
デ
ィー
に
反
映
され
、

時
代
ニ
ー
ズ
に
適
合
した
フレ
キ
シ
ブ
ル
な
連
携
運
営
が
可
能
とな
る
体
制
へ
変
革

（
3）

自
治
体
・企
業
の
会
員
化
を
進
め
、予

算
を
確
保
す
る
とと
も
に
、事

務
局
体
制
の
増
強

産
学
官
が
一
体
とな
り大

学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
の
事
務
局
と全

体
運
営
及
び
予
算
体
制
を
修
正
・強
化

最
初
の
ス
テ
ップ



＜
旧
・組
織
運
営
の
流
れ
＞

①
企
画
会
議

②
運
営
委
員
会

③
将
来
構
想
委
員
会

➃
代
表
者
会
議

7

提
言
フェ
ー
ズ

1：
これ
か
ら
の
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
土
台
作
り-

3

（
1）

将
来
構
想
委
員
会
は
基
本
方
針
検
討
委
員
会
へ
改
組
・廃
止

（
2）

企
画
会
議
は
運
営
委
員
会
に
統
合
し事

務
負
担
を
軽
減

（
3）

ス
ピ
ー
デ
ィー
に
各
種
施
策
が
実
行
で
き
る
体
制
へ
転
換

（
4）

組
織
の
変
革
を
通
じた
既
存
の
運
営
委
員
会
の
機
能
拡
大

（
5）

基
本
方
針
検
討
委
員
会
・運
営
委
員
会
で
各
種
施
策
実
行

＜
新
・組
織
運
営
の
流
れ
＞

①
基
本
方
針
検
討
委
員
会
・・
・今
後
の
基
本
方
針
策
定

②
代
表
者
会
議
・・
・基
本
方
針
承
認

③
運
営
委
員
会
・・
・基
本
方
針
に
基
づ
く実
行
プ
ラ
ン
の
策
定

➃
基
本
方
針
検
討
委
員
会
・・
・承
認
⇒
運
営
委
員
会
で
実
行

産
学
官
が
一
体
とな
り大

学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
の
事
務
局
と全

体
運
営
及
び
予
算
体
制
を
修
正
・強
化

マ
ン
ネ
リ化

し
た
既
存
事
業
の
事
務
負
担
を
軽
減
し
、将

来
性
の
あ
る
事
業
へ
限
ら
れ
た
リソ
ー
ス
を
シ
フト

基
本
方
針
検
討
委
員
会
設
置
後
の
組
織
運
営
に
つ
い
て
の
提
言
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提
言
フェ
ー
ズ

2：
これ
か
ら
の
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
へ
の
期
待
作
り-

1

市
町
村
や
経
済
団
体
・企
業
に
向
け
た
会
員
拡
大
の
実
施
と運

営
予
算
の
充
実

岡
山
の
魅
力
を
知
る
「地
域
学
」の
普
及
と地

学
地
就
、Ｕ

ター
ン
・Ｉ
ター
ン
を
誘
う人

口
対
策
業
務
を
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
が
担
う

岡
山
県
内
の
高
等
教
育
機
関
、産

業
界
や
行
政
が
相
互
の
結
び
つ
き
を
深
め
、教

育
研
究
の
更
な
る
向
上
。

PB
L・

ST
EM
・コ
ー
オ
プ
教
育
の
充
実
（
地
域
学
）

学
術
研
究
や
教
育
の
成
果
が
地
域
社
会
・産
業
界
へ
向
け
て
還
元

「地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
地
域
学
（
ニ
ー
ズ
型
イ
ノベ
ー
シ
ョン
）
」

を
通
じ
た
地
域
創
生
へ
転
換

会
員
メ
リッ
ト
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提
言
フェ
ー
ズ

2：
これ
か
ら
の
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
へ
の
期
待
作
り-

2

大
学
生
だ
け
で
な
く、
転
職
を
考
え
る
Ｕ
ター
ン
、Ｉ

ター
ン
の
社
会
人
、留

学
生
を
含
め
た

就
職
支
援
窓
口
を
開
設
し各

大
学
の
就
職
課
と大

学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
（
運
営
委
員
会
）
の
連
携
を
強
化

岡
山
の
魅
力
を
知
る
「地
域
学
」の
普
及
と地

学
地
就
、Ｕ

ター
ン
・Ｉ
ター
ン
を
誘
う人

口
対
策
業
務
を
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
が
担
う

岡
山
地
域
で
の
人
口
減
少
対
策

⇒
若
者
を
交
え
た
地
学
地
就
を
通
じ
、岡

山
の
関
心
を
高
め
る

企
業
会
員
拡
大
へ
の
メ
リッ
ト
とし
て

「岡
山
県
合
同
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ップ
説
明
会
」へ
リニ
ュー
ア
ル

「大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
」主
催
で
大
学
生
採
用
に
向
け
た

「イ
ン
タ
ー
ン
シ
ップ
説
明
会
」へ
の
出
展
や
「長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ップ
」の
支
援
等

会
員
メ
リッ
ト
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提
言
フェ
ー
ズ

3：
これ
か
ら
の
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
実
績
作
り-

1

①
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
オ
ー
プ
ン
・デ
ー
タ
・キ
ャン
パ
ス
創
設

②
若
者
に
よ
る
地
域
ビ
ジ
ョン
の
策
定
（
次
世
代
型
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
へ
）

②
地
学
地
就
の
循
環
を
通
じ
た
自
立
し
た
地
域
づ
くり

③
社
会
課
題
解
決
の
た
め
の
イ
ノベ
ー
シ
ョン
の
創
出

④
人
口
減
少
問
題
強
靭
化
戦
略
の
解
：
創
発
で
前
進
、学
び
と挑

戦
の
で
き
る

 若
者
に
魅
力
的
な
岡
山
へ
の
転
換

⑤
若
者
連
携
に
よ
り地

域
固
有
の
活
力
あ
る
未
来
社
会
を
創
造

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
を
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
へ
の
方
向
性
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提
言
フェ
ー
ズ

3：
これ
か
ら
の
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
実
績
作
り-

2

・国
家
ビジ
ョン
を
参
考
に
、実

現
性
高
い
地
域
ビジ
ョン
を
個
人
資
格
で
自
由
に
提
言

・若
者
に
よ
る
提
言
を
参
考
に
した
各
種
政
策
・施
策
の
実
行

大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
を
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
へ
の
方
向
性

②
若
者
に
よ
る
地
域
ビ
ジ
ョン
の
策
定
（
次
世
代
型
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
へ
）

③
地
学
地
就
の
循
環
を
通
じ
た
自
立
し
た
地
域
づ
くり

・地
域
内
人
口
の
維
持
・確
保
（
人
口
好
循
環
の
創
出
）
＝
地
学
地
就
の
循
環

・地
域
内
循
環
経
済
＝
エ
コシ
ス
テ
ム
の
構
築

・食
料
安
全
保
障
の
確
立
（
域
内
自
給
率
の
確
保
）

・各
大
学
・大
学
間
連
携
等
通
じて
大
学
起
点
・大
学
接
点
で
創
発
的
に
行
わ
れ
て

 い
る
新
しい
取
り組

み
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
に
よ
り産

学
官
で
情
報
共
有
で
き
る

情
報
イ
ン
フラ
を
整
備
（
最
新
の
学
術
研
究
や
サ
ー
クル
課
外
活
動
、有

志
に
よ
る

 地
域
振
興
イベ
ン
ト・
大
学
発
ベ
ン
チ
ャー
等
）
＊
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
・ガ
バ
ナ
ン
ス
参
照

①
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山

オ
ー
プ
ン
・デ
ー
タ
・キ
ャン
パ
ス
創
設
（
デ
ジ
タ
ル
掲
示
板
）
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提
言
フェ
ー
ズ

3：
これ
か
ら
の
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
実
績
作
り-

3

大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
を
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
へ
の
方
向
性

④
社
会
課
題
解
決
の
た
め
の
イ
ノベ
ー
シ
ョン
の
創
出

・地
域
社
会
・産
業
界
の
課
題
解
決
を
目
的
とし
た
「ニ
ー
ズ
型
イノ
ベ
ー
シ
ョン
」の
創
出

・「
ニ
ー
ズ
型
イノ
ベ
ー
シ
ョン
」創
出
に
向
け
た
「S

TE
AM
教
育
」の
重
要
性

・ス
ター
トア
ップ
企
業
集
積
の
ポ
テ
ン
シ
ャル

・課
題
解
決
に
向
け
た
最
先
端
研
究
機
関
の
創
出

＊
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

O
IS

T参
照

⑤
人
口
減
少
問
題

強
靭
化
戦
略
の
解
：
創
発
で
前
進
、学
び
と挑

戦
の
で
き
る
若
者
に
魅
力
的
な
岡
山
へ
の
転
換

・規
模
よ
りス
ピ
ー
ド
と柔

軟
性
、多

様
性
を
優
位
とす
る
小
さく
て
も
光
る
特
色
あ
る
若
々
しい
強
い
個

が
集
積
した
、新

しい
岡
山
へ
の
転
換
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提
言
フェ
ー
ズ

3：
これ
か
ら
の
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
実
績
作
り-

4

大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
を
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
へ
の
方
向
性

⑥
若
者
連
携
に
よ
り地

域
固
有
の
活
力
あ
る
未
来
社
会
を
創
造

・国
か
らの
共
通
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
と、
地
域
固
有
の
課
題
解
決
と独

自
の
挑
戦
に
特
化
した
活
動
とい
う

「二
階
建
て
」の
発
想
で
地
域
を
活
性
化

・小
さ
な
規
模
で
あ
って
も
世
界
に
通
用
す
る
特
色
あ
る
地
域
群
の
創
造

・一
人
ひ
とり
が
活
躍
す
る
フィ
ー
ル
ドを
広
げ
る
た
め
に
、日

本
で
の
活
躍
が
世
界
で
の
活
躍
に
直
結
す
る

グ
ロー
バ
ル
化
に
対
応
した
イノ
ベ
ー
シ
ョン
環
境
を
産
学
官
で
整
備

・大
学
の
垣
根
を
越
え
、各

大
学
の
得
意
分
野
を
活
か
した
展
開

・将
来
的
に
は
高
校
生
に
ま
で
拡
大
、高

校
と大

学
の
連
携
強
化
に
よ
る
継
続
的
な
高
等
教
育
の
深
化

・社
会
課
題
解
決
に
向
け
た

PB
L（

Pr
oj

ec
t 

Ba
se

d 
Le

ar
ni

ng
）
の
導
入

・留
学
生
参
加
に
よ
る
多
様
な
価
値
観
の
共
有

・地
元
企
業
・自
治
体
の
若
者
社
員
・職
員
・教
員
参
加
に
よ
る
実
践
的
学
習

・将
来
的
に
は
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
を
活
用
し、
産
学
官
民
で
協
働
して
各
自
治
体
の
総
合
政
策

や
各
種
計
画
等
を
立
案

・立
案
段
階
か
ら関

わ
る
こと
で
次
代
を
担
う若

者
に
当
事
者
意
識
を
育
成
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お
わ
りに

「
草
創
与
守
成
孰
難
」

草
創
と守

成
とい
ず
れ
か
難
き

『貞
観
政
要
』よ
り






